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研究成果の概要（和文）：　研究者らはこれまでに、身体的フレイル（移動速度）、および精神的フレイル（認
知機能）と血清ビタミンＤ濃度の相関性を明らかにした。
血清ビタミンDに正の影響を及ぼす要因は、血糖値、炭水化物の摂取量、LDKコレステロール値、脂質摂取量であ
り、負の影響を及ぼす要因は、中性脂肪、総コレステロール、体脂肪率であった。以上のことから、脂質代謝に
注意し、血清ビタミンDを維持することがフレイルの予防に貢献できることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The top 4 essential characteristics were the daily intake of carbohydrate, 
blood sugar, blood triglycerides and total cholesterol to predict serum vitamin D in elderly people.
 Protein intake is not a good predictor. The logistic regression model showed positive and negative 
coefficients. Positive values for the blood sugar, carbohydrate, LDL cholesterol and lipid features 
decrease the risk of 25OHD insufficiency, and negative values for the triglycerides, total 
cholesterol and %Fat increase the risk of 25OHD insufficiency.

研究分野： ビタミンDの加齢性疾患の予防及び発達促進効果

キーワード： 老年看護学　フレイル　血清ビタミンD　脂質摂取

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究成果の概要にも述べたように、脂質代謝に注意し、血清ビタミンDを維持することがフレイル予防に貢献
できることを明らかにした。高齢者の低栄養の予防のためのタンパク質摂取に加えて、ビタミンDを含む適度な
脂質摂取についての食事指導が、フレイルの危険因子を除去するためにも重要な要因になると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
フレイルの背景には、高齢者特有の加齢に伴う変化と老年症候群が関与している。具体的には、
加齢による骨格筋量の減少や食欲不振による低栄養などが相互に影響し、サルコペニアとなる。
その結果、活動量，基礎代謝量を低下させ、消費エネルギー量・ 摂食量が減少し、生活機能が
障害される。この悪循環が「フレイルサイクル」である。 一方、ビタミン D は、カルシウム代
謝、骨代謝に密接に関わっており、高齢期では骨粗鬆症との関連が古くから知られている。ビタ
ミン D に関する最近の報告として、体内のビタミン D 濃度の指標となる血清 25(OH)D 濃度を
日本人 9,084 名で調査した結果、ビタミン D 濃度が充足レベルの者は 9.1％と報告されている
（Nakamura et al., 2016)。 
フレイルサイクルの中核であるサルコペニアとビタミン D の報告は世界的に数多く、血清

25(OH)D 濃度が 50nmol/L 未満では、身体機能および筋力の低下、転倒・骨折リスクが高いこ
とが報告されている（Gerdhen P et al., 2005）。また、奥野ら（2005）は、地域在住高齢者の
90％が、血清 25(OH)D 濃度の不足者・欠乏者に該当しており、血清 25(OH)D 濃度の低下は、
身体機能を低下させるだけでなく、認知機能も低下させることを報告している。一方、フレイル
とビタミン D の最新の報告として、システマティックレビューとメタアナリシスによる検討を
行った結果、血清 25(OH)D 濃度の低下はフレイルのリスクと有意に相関し、特に女性にリスク
が高いことが報告されている（Zhou J et al., 2016）。 
 
２．研究の目的 
 
（1）フレイルの前段階にあたるプレフレイル状態の地域高齢者を対象者として、フレイルの 3 
要素のうち、社会的フレイルと血清ビタミン D 濃度との相関性を検討することを第一の目的と
する。 
 
（2）高齢者の血清ビタミン D 濃度の低下が、身体的フレイルや精神的フレイルを惹起している
ことに着目し、社会的フレイルの評価指標に血清ビタミン D 濃度が有効ではないかと考えた。 
日本列島は南北に長いため、皮膚で産生されるビタミン D 量は地域によって異なっている。 そ
こで、日本海特有の気候によって紫外線量の少ない石川県七尾市と紫外線量が多い京都府宇治
市，中間の福井県永平寺町を研究対象地域とすることにより、「プレフレイルから 健常状態への
可逆性の地域間格差」を明らかにすることを目的とした。 
 
（3）血清ビタミン D に影響を及ぼす要因について検討し、フレイル発症予防に有効な生活習慣
の指導について明らかにした。 
 
３．研究の方法 
 
・体組成計：In Boby 430(石川県立看護大学)にて測定した。 
・血清 25(OH)D 濃度 は、臨床検査機関に外部委託して測定した。  
・身体機能：SPPB(バランステスト･4m 歩行テスト･椅子立ち上がりテスト)･Timed Up& Go･握力
を測定した。  
・認知機能：MMSE と MoCA-J にて評価した。 
・食事摂取調査：FFQ を使用した。 
 
４．研究成果 
 
（1） ビタミン Dの補給による認知機能向上について（引用 1） 
平均年齢 74.4±6.2 歳の、糖尿病クリニックに通院している、男性 6名と女性 9 名に 500ＩＵ

のビタミンＤを毎日摂取させ、6、9か月後の血清ビタミンＤ値と認知機能を測定した。 
その結果、ビタミンＤ摂取以前は、1 人を除いて対象者全員が、ビタミンＤレベルが欠乏状態
（<20ng/mL）であったが、ビタミンＤ摂取 9か月後、欠乏者が１４人から 8人へ減少した。認知
機能、60％の高齢者で向上が認められた。 
 以上の事実から、ビタミンＤの補給は血清ビタミンＤレベルを改善し、認知機能を向上させる
可能性が確認された。 
 
（2） 地域差による血清ビタミンＤ値の違いについて（引用 2） 
 デイケアセンターに通う、宇治市（23 人）、永平寺町（30 人）、七尾市（26 人）在住の 65 歳
以上の健康な高齢者を対象とした。ビタミンＤの充足者の割合は、緯度の高いほど少なかった
（p=0.019）。緯度と 3 地域の欠乏の割合の間に有意な正の相関が認められた（γ=0.981）。ビタ
ミンＤと四肢や体幹の骨格筋量と弱い相関が認められた。 
 これらの結果から、デイケアセンターに通う高齢者に、積極的に日光浴を取り入れることが、
サルコペニアや身体的フレイルの予防に必要であると考えられる。 
 



（3） 血清ビタミン D に影響を及ぼす要因について（引用 3） 
 

 デイケアセンターに通う 65 歳以上の健康な高齢者 70 人を対象とした。体脂肪（%FAT）。血清
ビタミンＤ、総コレステロール(TC)、中性脂肪(TG)、HDL コレステロール、LDL コレステロール、
血糖値（BS）を測定した。さらに、毎日の炭水化物(CH)、脂質、タンパク質摂取量を推定した。 
 ＡＩによる解析の結果、ビタミンＤに影響を及ぼす CH、BS、TG、TC の 4 因子が抽出された。
ロジスティクス回帰により、BS、CH、LDL、脂質摂取量がビタミンＤの欠乏リスクを回避できる
ことが明らかになった。一方、TG、TC、%FAT は、リスクを増加させる要因であることが明らかに
なった。以上の結果から、脂質摂取と脂質代謝を考慮した食生活は、ビタミンＤを維持するうえ
で重要な要因であることが明らかとなった。 
 
（4） コロナ禍での認知機能と身体機能のウェブ会議システムを利用した測定法の開発（引用

4） 
  
  男性 10 名、女性 1名の 69-80 歳の高齢者を対象として。Zoom を用いて。認知機能検査と身体
機能検査（5ｍ歩行速度、握力、椅子からの立ち上がりテスト）を行った。それぞれの測定項目
は、対面でも測定し、ウェブ会議システムでの測定の可能性を検討した。 
 認知機能検査の、MMSE、MoCA-J ともに、対面とウェブでの結果には差が認められなかった。
身体機能検査の結果も同様であった。 
 以上の結果から、ウェブ会議システムを利用して，遠隔地在住の高齢者の測定が可能であるこ
とが明らかになった。コロナ禍であっても、認知機能や身体機能の確認が可能となる。 
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